
佐々木さやか参議院議員が

国会でいち早く前進の訴え

政策期待度アンケート かながわボイスアクション の集計受け

の集計結果を踏まえ、公明党
の佐々木さやか参議院議員は

3月13日の参院予算委員会で、いち
早く各項目の前進を訴えました。

具体的には、両アンケートでインフ
ラ整備などの防災関連が１位になっ
たことを受け、「災害に強い道路、橋、
港湾などのインフラ整備を加速させる

必要がある」と強調。安倍首相は「（イ
ンフラの整備などの）ハードからソフ
トまであらゆる手を尽くして首都直下
地震等への防災・減災対策を総力を挙
げます」と答弁しました。
また佐々木議員は、3月から国内販
売が始まった「乳児用液体ミルク」は
「調乳が不要という観点から災害時に
有用」と指摘。各自治体などでも備蓄
が進むよう、国の「男女共同参画の視
点からの防災・復興の取組指針」に液
体ミルクの活用を盛り込むことを要請
しました。これに対し、片山男女共同
参画担当大臣は「ぜひ指針への追加を
検討したい」と明言しました。
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佐々木の国会での質問回数は、参議
院議員１期６年で130回以上。その
中で、中小企業事業者の設備投資に
かかる固定資産税を大幅に軽減する
制度導入など、さまざまな政策を推し
進めてきました。

弁護士として東日本大震災の折に被
災地の法律相談に当たった経験から、
大規模災害時に誰もが無料で法律相
談が受けられるように法整備（熊本地
震から適用）。そのほか80以上の法改
正に尽力しました。
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党学生局長として２年、多くの学生と
懇談する中で青年の声をカタチにす
るための68項目の政策を提言。海外
留学に伴う奨学金の充実や、いじめ根
絶へＬＩＮＥを用いた相談体制の確
立などに尽くしてきました。

68
未来に責任。

７月の参院選・神奈川選挙区
佐々木さやかに

profile

●参議院議員１期（神奈川選挙区）。横浜市在住（青森県八戸市出身）。●創価大学法科大学院修了。弁護士。税理士。
●参議院厚生労働委員会、法務委員会、決算委員会の理事を歴任。農林水産委員会委員。消費者問題に関する特別
委員会委員。●党女性委員会副委員長、青年委員会副委員長、学生局長、神奈川県本部副代表。●趣味は音楽鑑賞、
根性と忍耐がモットーで、涙もろくて義理堅い性格。尊敬する人は両親、ローザ・パークス。
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神奈川県本部ニュース

以上の法改正に尽力 回以上の国会質問 項目の青年政策提言

佐々木さやかの多彩な実績

本年夏に実施される第25回参議院議員通常選挙（７月任期満了）の神奈川選挙区に挑む
公明党の佐々木さやかに、各界から熱いエールが届いています。

明党神奈川県本部では、昨年
10月から本年1月にかけて

「政策期待度アンケート」「かながわ
ボイスアクション」を実施。合わせて
約18万人から回答を得ました。
両アンケートは、調査用チラシや特
設サイトなどを使って行われ、選択肢
の中から複数選択可で“イイね！”と
思う内容を選んでもらうもの。政策
期待度アンケートでは、高齢者雇用
の促進、介護従事者の待遇改善など
10項目、かながわボイスアクション
では、待機児童の解消、いじめ・自殺
の防止など6項目を挙げました。

音楽療法士の国家資格化は、2001年に日本音楽療法学会が設立されて以来の
悲願です。
佐々木さやかさんには、人の心に寄り添い、心をくみ取る力があります。現在も、
私たちの思いを受けて、徹底して国家資格化を訴えていただいており、心から感謝しています。
佐々木さんはじめ公明党議員のお力添えによって、私たちの取り組みは、とどまることなく、着実に
前進することができていると実感しています。日本音楽療法学会にとっても、なくてはならない
佐々木さんには、さらなるご活躍を期待しています。

人に寄り添う力がある
一般社団法人
日本音楽療法学会

藤本禮子理事長

弁護士として、悩みを抱える一人のために寄り添ってきた佐々木さやかさん。
政治家になってからも、その姿勢を貫き、政策実現に生かされていると感じ
ます。
治療によって脱毛などがある、がん患者の運転免許証の写真について、医療用帽子の着用が認め
られるようになったのも佐々木さんの国会質問がきっかけでした。制度の不備を変えていくこと
に政治の重要性があると思います。佐々木さんには、制度の狭間で悩む人を見つけ、声を聞き、光
を当てていく力があります。その力を存分に発揮してほしいです。

一人の声に光を当てる
全国がん患者団体連合会

天野慎介理事長

各界から

エール

参院予算委員会で質問する佐々木さやか参議院議員

神奈川県本部に集められた政策期待度アンケート

災害に強いインフラの整備を
「液体ミルク」を自治体の備蓄品に
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海外で流通する液体ミルク。国内販売の解禁は
佐々木さやか参議院議員が後押しした
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地域の防災体制を強化1位

高齢者の雇用を促進2位 災害に強いインフラの整備1位
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皆様の声、公明党はカタチにします！

高齢者の就労支援、70歳まで拡大へ

政治は実現力！─ここまで進みました

政策期待度アンケート、かながわボイスアクションでは、
ともにインフラ整備などの防災対策が１位となり、高齢者
雇用や介護従事者の待遇改善など、人生100年時代に向
けての雇用対策に関心が集まりました。また20・30代で
は、いじめ・自殺の防止や待機児童の解消などの教育関連、
10代ではフリーWi-Fi拡充や最低賃金引き上げなど自身
の生活に関する項目に支持が集まり、世代ごとの関心の違
いが浮き彫りになりました。いただいた声を、公明党は必
ずカタチにします。

公明党はこれまで、希望すれば誰もが働ける
環境の整備を進めてきました。
高齢者向け

65歳以上の雇用延長に取り組む企業への支援拡充のほ
か、高齢者の再就職を後押しする支援窓口をハローワー
クに設置。また佐々木さやか参議院議員は3月13日の参
院予算委員会で、さらなる高齢者の雇用推進を提案し、
安倍首相から「70歳までの就労機会を確保できるよう、
この夏までに計画を策定し、実行に移す」との答弁を引
き出しました。

介護人材向け
本年10月から介護サービス事業所に勤続10年以上の介護福
祉士に対し、「月平均8万円相当」の処遇改善が実施されます。
働く女性向け
職業相談と保育相談が１カ所でできる「マザーズハローワー
ク」を横浜と相模原市に設置したほか、起業などを目指す女性
の学び直し（リカレント教育）の充実を進めています。
若者向け

「最低賃金1000円」の実現を訴え、神奈川では983円まで上
げました。

政策期待度アンケート かながわボイスアクション

6万5402人が回答
かながわボイスアクション

11万4733人が回答
政策期待度アンケート

頻発する災害から国民の命を守るため、
公明党は尽力しています。
減災対策

2019年度予算では、河川や砂防、道路、学校施設の強
靱化などの減災対策を集中的に実施することが決定。
防災対策

また2019年度予算では、災害時の大規模停電に備え
て生活支援拠点（コン
ビニなど）に自家発電
設備などを導入するこ
とや、災害弱者を守る
地域の防災体制を強
化する施策も多く盛り
込まれました。
県内対策

このほか神奈川では、
大規模災害時に県下
の消防本部が一元的に動けるよう、「神奈川県消防広
域運用調整本部」（略称：かながわ消防）の創設などが
行われています。

豪雨災害へ
河川・堤防対策が前進

公明党は、住みよい地域づくりにも
力を尽くしてきました。
フリーWi-Fi
携帯電話の料金負担を抑えるのに有効な公衆無線
LAN「フリーWi-Fi」。2019年度中に全国3万カ所の
防災拠点での設置を目指しており、昨年10月までに
80％が整備されました。このほか、主な観光地への
設置がほぼ完了し、現
在は新幹線をはじめ、
多くの人々が通勤・通
学で使う私鉄などでも
設置が始まっています
（神奈川では京急電鉄
などで既に導入）。
交通網の整備
2017年には公明党の
訴えで、首都高横羽線
と第三京浜を結ぶ「横浜環状北線」などが開通。現在
も新東名高速道路の工事をはじめ、県内の鉄道網の
整備が進んでいます。

フリーWi-Fiが
2019年度中に3万カ所

教育こそ未来を開く鍵─
公明党には、多彩な実績があります。
いじめ相談

公明党は若者の多くが使うLINEでの「いじめ相談体
制」の構築を訴え、2018年9月には神奈川で文部科
学省の補助金を受けて試行的に実施。文科省は、今年
度も自治体の取り組みを国として支援する方針です。
待機児童の解消
政府は2018年度から
の3年間で約32万人
分の受け皿を拡大する
ことを決定。待機児童
の解消に向けて着実に
進んでいます。
給付型奨学金
大学生を対象にした返
済不要の給付型奨学
金を2018年度から本格的に実現。対象は1学年約2
万人で、国公私立や通学形態の違いに応じて月額2〜
4万円が支給されています。

今年度も実施！
ＳＮＳでのいじめ相談

雇用

防災 地域 教育

両アンケート結果の詳細は
佐々木さやかのLINEで公開中

神奈川県庁で実施した
水害図上訓練へ

新東名高速道路で
建設状況などを聞く

LINEを利用した
いじめ相談事業を視察

マザーズハローワークで
実態を調査

街頭で
かながわボイスアクションを


